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国際室

Ⅰ 中期目標期間の実績概要 

１．組織の特徴 

（１）国際室

国際室は，国際連携，国際教育（留学生及び日本人学生）に関わる戦略の策定及び

推進，国際水準の教育研究環境の整備並びに国際連携，国際教育に係る諸問題に対処

することにより，世界最高の理工系総合大学の実現に資することを目的として平成 14

年４月に設置された組織である。 

（２）平成 22年４月 安全保障輸出管理体制の構築

本学における輸出管理の確実な実施を図り，もって国際的な平和及び安全の維持の

観点から我が国の教育研究機関として国際的責任を果たすことを目的として，国際室

に全学的な安全保障輸出管理を担う特任教員（国際連携プランナー）２名を配置して，

適切な管理体制の整備構築を行った。 

（３）平成 22年８月 国際教育企画調整委員会の設置

本学の国際的な教育活動の企画・立案及び実施に必要な諸施策の調整を行うことに

より，本学における国際的な教育活動の一体的かつ円滑な実施に資することを目的と

して，国際室と教育推進室の下に，新たに国際教育企画調整委員会を設置した。 

（４）平成 26年６月 学生交流プログラム運営委員会の設置

世界トップレベルの理工系大学及び学内組織等との有機的な連携を構築・強化し，

学生間の学術交流を促進することにより，より一層の本学の国際化推進に資すること

を目的として，国際室の下に，新たに学生交流プログラム運営委員会を設置した。 

（５）平成 27年７月 国際室の改編

海外大学との連携等をさらに促進するためには，戦略をもって全学的に進めること

がより一層重要になることから，国際室規則に規定のなかった国際室企画会議を会議

体でなく一つの組織とするため再編成を行った。再編に伴い，国際連携に係る戦略の

立案と室内外の関係部署との有機的な連携の構築・強化を所掌とする国際戦略統括班

を国際室企画会議に代わる組織として規則に定め，設置した。この設置にあたって「国

際室における班の設置に関する申合せ」を定め，調査・調整班，国際教育班，生活・

交流班などの国際室規則上の組織を，国際戦略統括班の下部組織として整理した。 
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（資料１）国際室体制図 

出典：国際室作成資料 

（資料２）企画立案組織一覧 

出典：東京工業大学ホームページ 

http://www.titech.ac.jp/about/organization/ 
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２．実績の概要 

（１）『東工大の新国際戦略』の策定 

本学の将来構想「東工大ビジョン 2009」の実現や「教育ポリシー」の実行を加速し

ていくため，国際室は2010年12月に新国際戦略の検討プロジェクトチームを設置し，

本学の国際戦略の見直しを開始した。その過程では，国際戦略ポリシーペーパー

（PP2003）の実施状況のレビュー，大学内外の関係者への取材，世界の有力大学の国

際戦略や本学の国際化データの調査を実施した。これらに基づく集中的な検討を踏ま

え作成した「東工大の新国際戦略に関する提言」について全学的な議論を経た上で，

「東工大の国際戦略 2012」を策定し，日本語版・英語版を公開した。 

 

（２）アジア理工系大学トップリーグ（ASPIREリーグ） 

本学主導で平成 21年に設立したコンソーシアム組織である ASPIREリーグ（参加大

学：香港科技大学，韓国科学技術院(KAIST) ，南洋理工大学，清華大学及び本学）を

基盤とし，加盟大学の副学長による会議，シンポジウム及び学生ワークショップを行

う「ASPIRE Forum」を開催した。また，活動の１つとしてサテライト・ラボを設置す

るため，平成 23 年度には共同研究に必要な研究助成金を支援する「ASPIREリーグ研

究グラント」を創設し，これまで 15の研究グループ助成を行った。平成 26年からは

マッチング型の ASPIREリーグ研究グラントタイプ１を開始し，新規の共同研究の促進

を図った。また，上記の学生ワークショップや平成 26年から南洋理工大学が実施して

いる UG Research Academyへの学生派遣，ヨーロッパ理工系トップ大学のコンソーシ

アムである IDEA リーグとの学生相互派遣を通じ，学生交流を促進した（平成 28年３

月までの交流実績：学生ワークショップ 35名，UG Research Academy９名，IDEAリー

グサマースクール 11 名参加）。 

 

（３）国際会議開催マニュアルの作成 

本学教職員が国際会議を行う際に必要と想定される手続きをまとめたマニュアルを

平成 25 年３月に作成し，学内限定の Webサイトに日本語版を公開した。英語版につい

ては，平成 27年度に作成・公開した。マニュアルの活用例として，事務局関係部署と

の連携・協力のもと，「東工大教育改革国際シンポジウム」を開催することができた。 

     

（４）新外国人学生短期受入制度の整備 

外国人学生の短期受入を促進するため，従来の「研究生」に加え，海外大学の学部

学生及び大学院生を対象とした「海外交流学生」及び「海外訪問学生」の受入身分を

策定し，平成 23 年度から本制度による学生受入を実施した。 

 

（５）留学支援 

・（受入）日本学生支援機構等学外機関が主催する海外における日本留学フェアへの参

加や，協定校等重点校における説明会を開催して優秀な留学生の獲得に努めた。ま
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た，過年度の参加者の各プログラムへの応募状況をもとに効果検証を行い，戦略的

に説明会を実施した。 

・（派遣）本学学生に海外留学についての案内・周知を行うために留学フェアを大岡山

とすずかけ台の両キャンパスにおいて実施した。また，過去の留学プログラム参加

者による報告会を学生が参加しやすい昼休みの時間帯に実施し，経験者による広報

にも努めた。平成 27年度には留学情報館を設置し，派遣留学に関する情報の提供及

び相談対応を行うサービスを開始した。 

 

（６）東京工業大学―清華大学大学院合同プログラム 

中国を代表するトップ大学である清華大学と合同で大学院教育を行うプログラムを

平成 16 年９月より実施した。平成 27年度までに修士課程を 132名，博士課程を 14

名が修了した。平成 27年度には，本学において 10周年記念式典を開催した。 

 

（７）「大学の世界展開力強化事業」への採択 

平成 23 年，文部科学省による「大学の世界展開力強化事業」に，本学から申請した

日中韓のトライアングル交流事業である「日中韓先進科学技術大学教育環（TKT CAMPUS 

Asia）」及び世界トップレベルの大学との協働教育を行う交流プログラムである「グロ

ーバル理工系リーダー養成協働ネットワーク（TiROP）」の２つのプログラムが採択さ

れた。本事業を契機として，学生や若手研究者の派遣，受入れ教員の英語力強化に向

けた研修の実施，オンラインによる出願システムの整備，サマープログラムの整備を

行った。 

 

（８）YSEP（Young Scientist Exchange Program） 

YSEPは海外の協定校の学生を対象とした英語によるプログラムである。日本語や日

本文化の講義とともに，研究プロジェクトに携わる機会を提供する。プログラムのタ

イプごとに，１年間の YSEP focused on Research(YFR)と半年間の YSEP for 

Experiencing Japan (YEJ)に分かれており，平成 22年度から 27年度の間，YFRでは

124 名，YEJ では 119 名の海外学生を受け入れた。 

 

（９）ACAP（Academic Cooperation Agreement Program） 

ACAPは海外の協定校の学生を３ヶ月から１年間，研究目的で受け入れるプログラム

である。本プログラムにより受け入れられた研究室に所属し，受入教員の指導の下で

教育研究指導を受け，受入教員及び授業担当教員が許可する場合には授業を受講する

ことも可能である。平成 22年度から 27年度の間，311名の学生を受け入れた。 

 

（10）学内文書の英語化 

平成 24 年度に英文化支援チームを発足させ，事務局の業務上英文化が不可欠な文書

に対し，「翻訳」，「英文チェック（英文校正）」 「翻訳業者紹介」の３種類の支援を行

った。東京工業大学英訳スタイルガイド及び学内で使用される用語の標準的な英訳を
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掲載した用語集を公開することにより，学内文書における書式や用語の統一を図った。 

 

（11）研究者交流 

１）ワークショップの開催 

カリフォルニア大学サンタバーバラ校，ウプサラ大学，南洋理工大学，アーヘ

ン工科大学と合同ワークショップを開催した。両大学の研究者が共同研究の可能

性を見出すことができた。 

   ２）派遣・招へい支援プログラムの実施 

平成 25 年度に採択された文部科学省の補助事業「研究大学強化促進事業」を活

用したプログラムで，国際的な共同研究を推進し，研究面での国際競争力の向上

を図ることを目的として実施した。 

 

（12）国際交流会館・80年記念館 

居住者が快適に生活できるように老朽化した備品等の取り替えを行うとともに，環

境整備の一環としてインターネット設備の更新や防犯カメラの増設を行った。 

 

（13）東工大―タイ国科学技術開発機構連携大学院（TAIST-Tokyo Tech: Thailand Advanced 

Institute of Science and Technology） 

平成 19 年に発足した本学，タイ国科学技術開発機構（NSTDA: National Science and 

Technology Development Agency）及びタイの大学グループ（カセサート大学，キング

モンクット工科大学ラカバン校，キングモンクット工科大学トンブリ校，タマサート

大学シリントーン国際工学部）との連携・協力による大学院で，自動車工学(AE)プロ

グラム，組込情報システム(ICTES)プログラムに加え，平成 24年に環境工学(EnvE)プ

ログラムを開設した。本学基金室と連携し，日系企業２社が賛助会員となり，寄附金

を受け入れた。また，NSTDA内の TAIST-Tokyo Techに関連する研究室と賛助会員企業

との共同研究を仲介し，産業界との連携を推進した。平成 27年度からは TAIST-Tokyo 

Tech Student Exchange Program を実施し，本学学生 19名をタイに派遣し，また各プ

ログラムから１名ずつの学生を受け入れた。 

 

（14）海外拠点活動 

   １） タイオフィス 

TAIST-Tokyo Techに係る講義等の支援， ICTESプログラム等に係る遠隔講義配

信の協力，タイ国科学技術フェアへの参加，留学希望者のガイダンスの実施，タ

イ蔵前会との連携強化，並びに留学希望学生への対応への活動を行った。 

   ２）フィリピンオフィス 

オフィスを活用した事業として，平成 26年より学部学生を対象としたマニラへ

の超短期派遣プログラムを実施した。平成 27年に開始されたフィリピン・グロー

バルシステム開発研修（大学院生対象）についてもオフィスによる支援を行った。 

   ３）中国オフィス 
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中国にオフィスを置く日本の大学等から成る希平会の会合に出席し，留学生派

遣・受入等に関する情報交換及び情報収集，清華大学との大学院合同プログラム

の修士課程及び博士後期課程の募集の実施協力，希平会主催の大学説明会に参加

し，留学希望者に対して本学概要説明及び個別相談等の活動を行った。 

４）エジプト E-JUST オフィス 

平成 26 年４月，エジプト日本科学技術大学（E-JUST）内に設置された。同年２

月に日本・エジプト両国の国家的事業である E-JUST設立プロジェクトの総括幹事

校に就任したことに伴い，本事業への支援体制を確固としたものとすることを目

的としている。支援の一環として，平成 27年度には E-JUSTより技術職員を受け

入れ，研修を実施した。 

 

（15）Tokyo Tech-AYSEAS 

平成 21 年より実施されていた日本アジア理工系学生交流プログラム（JAYSES）を前

身とし，単位付与ができるようプログラムを再整備の上，平成 25年度にアジア理工系

学生派遣交流プログラム「Tokyo Tech-AYSEAS（Asia Young Scientist and Engineer 

Advanced Study Program）」を開始した。学術交流協定による大学連携のネットワーク

を活用した本学及び ASEAN 14大学（バンドン工科大学，ガジャマダ大学，インドネシ

ア大学，デラサール大学，フィリピン大学ディリマン校，南洋理工大学，シンガポー

ル国立大学，チュラロンコーン大学，カセサート大学，キングモンクット工科大学ラ

カバン校，キングモンクット工科大学トンブリ校，タマサート大学，ハノイ工科大学，

ホーチミン市工科大学）が参加する学生海外派遣プログラムとして，平成 25年度から

平成 27 年度の間に 47名を派遣した。 
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Ⅱ 特記事項 

１．優れた点 

（１）スーパーグローバル大学創成支援事業での学生交流プログラム 

スーパーグローバル大学創成支援事業を活用して，８つの派遣プログラム（スウェ

ーデン，ドイツ・オーストリア，インド，タイ（２事業），オーストラリア夏・春，

フィリピン），本学が主導するタイのトップ大学及び研究機関との国際連携大学院プ

ログラムを活用した「TAIST-Tokyo Tech Student Exchange Program」及びフィリピン

オフィスを活用したグローバルシステム開発研修を開発・実施した。また，既存のプ

ログラムとして，単位付与を伴う全学のアジア理工系学生派遣交流プログラム「Tokyo 

Tech –AYSEAS」やフィリピン拠点を活用した「フィリピン超短期派遣プログラム」な

ど実施した結果，全学的な学生派遣プログラムによる日本人学生の海外派遣者数は，

平成 22 年～27年にかけ，一年度あたりの派遣学生数を平成 22年の 72名から平成 27

年の 250 名へと約 3.5 倍に増加させた。 

 

（２）ASPIREリーグでの連携活動を通じた世界トップレベルの理工系大学との交流 

本学主導で，アジア地域の理工系トップ５大学のネットワークを構築し，そのネッ

トワークを活かした共同研究を推進するため ASPIREリーグ研究グラントを設立する

とともに，共同研究の拠点となるサテライト・ラボを本学 15の研究室に設置した。ま

た，マッチング型の ASPIREリーグ研究グラントタイプ１を開始することにより，新規

の共同研究を促進した。 

ASPIRE リーグが実施する短期の学生交流プログラムやヨーロッパの理工系トップ

大学のコンソーシアムである IDEAリーグのサマープログラムへの学生の相互派遣な

どを実施し，学生交流を促進した。ASPIREリーグ事務局として，リーグのドメイン

（aspireleague.org）を取得，公式 Webサイトのリニューアルを行い，リーグの情報

発信力の強化を図った。 

 

（３）学生の海外派遣・留学の際の危機管理体制の構築 

危機管理マニュアル，学生向けの手引きを改訂したほか，危機管理会社と契約する

など，危機管理体制を充実させた。 

 

（４）「大学の世界展開力強化事業」CAMPUS Asiaによる学生交流の実施 

ASPIREリーグ等において関係の強い清華大学，KAISTとコンソーシアムを形成し，

学修計画・記録による質の保証を伴った学生交流をさらに活性化した。質の保証のた

めの科目履修・研究活動計画書の活用は，（独）大学評価・学位授与機構が実施した「キ

ャンパス・アジア」モニタリングにおいて，優良事例として取り上げられた。 

【参考】『質保証からみた「キャンパス・アジア」: 優良事例集』 

（2014年 11月，（独）大学評価・学位授与機構） 

URL：http://www.niad.ac.jp/n_kokusai/campusasia/good_practices_jpn.pdf（P.50 に上記取組について紹介） 
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（５）「大学の世界展開力強化事業」TiROPによる学生交流の実施 

既存の協定校との連携強化だけでなく，カリフォルニア工科大学等，主に米国を中

心とするリーディング大学との新たな連携体制を構築し，学修計画・記録による質の

保証を伴った学生の交流を継続的に行った。また，学生交流プログラムで構築したネ

ットワークを活用して，若手研究者の協定校への派遣を行い，重層的な交流を実現し

た。 

 

（６）英文化支援チームによる英文化サポート 

教育改革においては，留学生の獲得，海外大学との単位互換の促進等の観点から，

英文化支援チームでは，特に平成 27年度中，シラバス英文化への対応及び本学の新し

い顔としての「学院 Webページ・系等 Webサイト」の翻訳監修を最優先課題と位置付

け，大型プロジェクトとして推進し，限られた人的・時間的リソースでこれらを完遂

した。また，教育改革に伴い新規に学内用語の英訳が大量に必要となったが，綿密な

議論のうえでこれらを提案し，英語による情報発信体制整備のアドバイザーとして不

可欠な役割を担った。 

また，外国人等にも円滑に利用できるように，キャンパス内の総合案内板，誘導表

示や建物内全館案内表示板を，英語名をメインに示した英日表記に更新し，国際化推

進の視覚化を図った。さらに，教職員に対し重要事項を連絡する一斉メールは，原則

日英併記とする対応を行った。 

 

（７）海外拠点活動 

平成 26 年度に東工大エジプト E-JUST オフィスを設置した。教員を派遣し, 講義，

研究指導，専攻運営支援等，エジプト日本科学技術大学（E-JUST）事業に対する支援

活動を行った。平成 25年度以降，E-JUST から本学への博士課程学生の累計受入人数

は計 21 名となった。 

フィリピンオフィスを活用した「フィリピン超短期派遣プログラム」やタイオフィ

スを活用した「TAIST-Tokyo Tech Student Exchange Program」等，海外オフィスを活

用した学生交流事業を拡充したほか，留学説明会を実施し，本学への留学を促進した。 

 

（８）部局等による海外オフィスの設置・改廃手続き及び要件の明確化 

部局等による海外オフィスの設置・改廃手続き及び要件を明確化するとともに，実

際の活動が行われていないオフィスの閉鎖等，整理を行った。 

 

２．特色ある点 

（１）Tokyo Tech – UCSB Joint Symposium及び Student Workshopの開催 

スーパーグローバル大学創成支援事業の一環として，世界トップ大学と戦略的に連

携強化を図る新たな試みとして，複数の分野の研究者及び学生が参加する合同シンポ
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ジウム及びワークショップをカリフォルニア大学サンタバーバラ校と開催し，トップ

ダウンにより全学的な交流の機会を創出した。 

    

（２）国際会議開催マニュアルの Webページ公開 

学内での国際会議・シンポジウムの実施を支援するため，会議開催に必要な情報を

国際会議開催マニュアルとしてまとめ，教職員向けのページに日英表記で掲載した。

このマニュアルを利用し，担当の副学長の下，複数の部局が連携し，シンポジウム等

を実施する体制を構築した。 

 

（３）派遣・受入留学生交流イベントの実施 

授業料不徴収協定に基づき受け入れている留学生と，本学から協定校に派遣予定の

学生の交流会を新たに企画・実施した。 

 

（４）東京工業大学・清華大学大学院合同プログラムの実施 

日本語・中国語・英語を駆使して国際的リーダーシップを発揮できる優れた理工系

人材を育成することを目的として，大学院レベルでは我が国最初の，ダブル・ディグ

リープログラムとしてスタートした。平成 26年には開始 10周年を迎え，両大学間で

築かれた信頼関係が，CAMPUS Asia プログラムなど他プログラムを新規に展開する際

の基盤にもなっている。 

 

（５）「Women in STEM―理工系分野での女性の活躍をめざして」の実施 

国際的な視点から女子学生の活躍を考える「Women in STEM―理工系分野での女性の

活躍をめざして」を，ケネディ駐日米国大使を招き，本学の女子学生，近隣の女子高

生を対象に，TiROP プログラムの一環として開催した。パネルディスカッションでは，

より多くの女子学生が理工系分野に関心を持ち学ぶことを奨励した。 

 

（６）大学の国際化に向けた翻訳体制整備の取組 

大学の文書を英文化するための環境整備として，民間の翻訳会社でも多数採用され

ている翻訳支援ソフトウェアを導入し，翻訳物のアーカイブと品質管理を行っている。

このソフトは，第一義的には，過去の翻訳成果の中から，現在翻訳している文と近い

ものを自動提案するツールである。職員が使用法に習熟することで，大学として発信

する文書の英文品質の維持，一貫性のある翻訳とすることが容易となっている。副次

的なメリットとして，大量の翻訳物を外注に出す際，この機能により過去の翻訳成果

をある程度当てはめられる場合があり，翻訳料金の削減に役立っている。これにより，

翻訳に携わるメンバーが入れ替わった際にも，自動提案機能を利用することで，本学

の翻訳のスタイルや言い回し等を引き継いでいくことが可能となり，将来的に他部署

等でも同ソフトを導入することにより全学的な英文品質，一貫性を保つことが可能で

ある。 

 

9



国際室 

 

（７）Thailand Advanced Institute of Science and Technology (TAIST-Tokyo Tech) 

   平成 19年度に設立した，東工大，タイ国立科学技術開発庁（NSTDA），タイの大学グ

ループが連携した国際協働の大学院である「TAIST-Tokyo Tech」において，２つの教

育研究プログラム（自動車工学・組込情報システム）に加え，平成 24年度より環境工

学に関するプログラムを開始し，設置以降計 164 名の修了生を輩出した。また,

「TAIST-Tokyo Tech」の目的に賛同する企業や本学 OBからの寄付金を活用した奨学金

制度を設置した。また，この枠組みを活用した双方向の学生交流事業を開始した。こ

のように，高度な知識を有する研究技術者・開発担当者を養成し，日・タイの産業界

や同窓生からも支援を受け，アジアでの理工系高度人材育成ネットワークの構築に成

功した。 

 

（８）Tokyo Tech -AYSEAS（Asia Young Scientist and Engineer Advanced Study Program） 

   Tokyo Tech-AYSEASは，学術交流協定による大学連携のネットワークを活用し ASEAN

諸国の大学から学生が参加する，グローバル理工人育成コースの実践型海外派遣プロ

グラムの１つである。JAYSES (Japan-Asia Young Scientist and Engineer Study Visit) 

を前身とし，平成 25年度に単位化され，毎年実施した。参加学生は，ASEAN各国にお

いて，現地・近隣諸国の大学生とともに企業，政府機関，大学，JICA等の施設を訪問

し，異文化間コミュニケーションを通して国や文化の違いを超えて相互理解を深め，

学生の国際感覚の醸成に寄与した。 
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Ⅲ 次期中期目標期間に向けた課題等 

（１）スーパーグローバル大学創成支援事業のさらなる発展 

スーパーグローバル大学創成支援事業における国際化を推進する各事業を着実に実

施するためには，世界トップ大学との連携をより一層戦略的に強化することが必要で

ある。そのために，今後は，地域の特性（欧州，米国，アジアなど），言語（英語圏，

非英語圏），各大学の特性（理工系大学，総合大学，その大学の強い分野など）など

を考慮し，連携することにより，グローバル社会に貢献する本学の強みがさらに伸ば

せる大学を選定する。そして，これに基づき，協定の締結，国際的な大学コンソーシ

アムや共同学位プログラムを構築することが重要である。 

また，スーパーグローバル大学創成支援事業に掲げた派遣・受入学生数の目標を達

成するため，引き続き①学生のレベルに応じた多種多様な派遣プログラム，②海外大

学のニーズに即した受入プログラム，③海外オフィスを活用した学生交流プログラム

等を開発・実施するとともに，各部局においても学生交流プログラムを促進する全学

的な実施体制を整備する必要がある。 

 

（２）事務職員の国際化対応能力向上のための研修の充実 

世界トップテンのリサーチユニバーシティを目指す本学にとって，事務職員の国際

化対応能力を向上させることは，本学の目標を達成するための喫緊の課題である。こ

れまで実施してきた研修の効果を検証するとともに，海外大学・研究機関等への事務

職員の派遣や受入など，相互交流を通じた研修を実施する。 

 

（３）各部局が実施する留学プログラムや私費による留学の危機管理体制の整備 

危機管理サービスに加入していない部局があり，私費留学の危機管理についても体

制が未整備となっている。 

 

（４）短期外国人留学生と受入研究室の適切なマッチング 

短期外国人留学生受入れプログラムにおいては，留学生と受入研究室における研究

分野の円滑なマッチングを行うことが課題である。 

 

（５）ハウジングオフィス構想 

外国人留学生，日本人学生のみならず，外国人研究者の宿泊施設ニーズに対応する

ための体制づくりが課題である。 

 

（６）海外拠点の活動の更なる強化，新たな海外拠点のあり方の検討 

海外拠点の活動をさらに強化し，新たな拠点のあり方について検討することが必要

とされている。 
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≪第 1 期中期目標期間において抽出した課題の改善状況≫ 

（１）国際戦略ポリシーペーパーの改訂 

策定後 7 年が経過しており（平成 20 年度（2008 年度）に見直し実施）現在に至る

達成度や進捗状況を見ながら，改訂を行う。 

 （改善状況） 

2003年７月に策定した「東京工業大学の国際化戦略」（2003.7）の実施状況をレビ

ューするとともに，世界の有力大学の国際戦略を分析するために，米国，欧州，アジ

ア，オセアニアの有力大学の国際化ポリシー比較表を作成した。これらを踏まえて，

教職員・学生・同窓会関係者へのインタビュー，企画立案組織・部局等への意見照会

を行い，新たに「東工大の国際戦略 2012」を策定・公表した。 

 

（２）学生の海外派遣の推進 

短期留学制度の活用など，本学学生が海外留学をより身近なものとして考えられる体

制を整え，海外派遣留学生が増加するよう推進する。 

 （改善状況） 

英語でのコミュニケーションや留学をより身近に感じさせる働きかけとして，学内

での留学説明会の実施，英語による意見交換の場の提供，派遣交換留学経験者による

留学成果報告会の実施などを継続して行った。 

平成 23 年度に採択された大学の世界展開力強化事業の下，清華大学及び KAIST（韓

国科学技術院）と連携した「CAMPUS Asia」，MITや Caltechなど欧米の先導理工系大

学と連携した「TiROP」において短期派遣プログラムを開発・実施し，学生が，派遣先

大学で授業の履修，もしくは研究活動を行った。CAMPUS Asia，TiROP において，平成

24年度から平成 27年度までの間に，122 名の学生を派遣した。 

平成 24 年度に採択されたグローバル人材育成推進事業において，多角的なグローバ

ル人材の育成を目指し，国際意識を醸成し，アカデミックな英語のリーディング，ラ

イティング力を強化するとともに，他者を理解するために必要な想像力や，他者とと

もに歩むために重要なチームワーク力を育むグローバル理工人育成コースを新設した。

本コースにおいて，学部生を対象として米国・英国・フランス・オーストリア・シン

ガポール・インドネシア・スリランカの７か国への派遣プログラムを実施し，ワシン

トン大学やインペリアルカレッジ等のトップ大学を訪問した。 

また，平成 26年度に採択されたスーパーグローバル大学創成支援事業においては，

ドイツ・オーストリア超短期派遣プログラム，スウェーデン超短期派遣プログラム，

理工系学生のための海外英語研修プログラム，海外英語研修プログラムの４つの新規

派遣プログラムを開発・実施し，スウェーデン王立工科大学等を訪問し，４つの新規

プログラムで合計 44 名を派遣した。 

本学が主導で設立した ASPIRE(Asian Science and Technology Pioneering Institute 
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of Research and Education) Leagueでは，平成 22年より議長校が毎年 ASPIRE Forum

開催に合わせて，Student Workshop を開催しており，本学から毎年学生を派遣してい

る。平成 26 年からは南洋理工大学が Undergraduate Research Academyを実施し，学

部生を派遣した。平成 22年からは IDEAリーグ加盟大学との連携として，アーヘン工

科大学，デルフト工科大学が実施するサマースクールへの学生派遣を行った。 

さらに，これらの事業以外でも，本学が主導するアジア・オセアニアのトップ大学

工学部ネットワーク「AOTULE（The Asia-Oceania Top University League on 

Engineering）」における学生ワークショップ， ASEAN 諸国の協定校学生が参加する学

生交流プログラム「Tokyo Tech-AYSEAS」，ジョージア工科大学等を訪問する理工系大

学体験型短期派遣，海外オフィスを活用した超短期派遣などにも学生を派遣し，派遣

先大学の講義参加，研究室ゼミ参加，企業訪問などを組み込んだ多種多様な留学制度

を構築することにより，学生の留学に対する意識の向上を図った。 

   長期留学を目指す学生に対しても，より良い学修環境整備を目指し，博士課程学生

を中心に，３ヶ月以上の海外経験を授業科目として認定し単位化する取組みを実施し

た。また修士課程学生の海外留学促進を図り，国際室から教育推進室へ留学期間を延

長することの検討を依頼した結果，教育推進室にて，学内取扱いにおける留学期間の

上限を１年から１年６か月に延長する規則改正が行われた。 

以上のプログラム等を通じて，留学生を含む派遣学生数は平成 22年度から平成 27

年度にかけて，80名から 289名へと約 3.6倍にまで増加した。 

 

（３）留学生の受入 

地域別の留学生獲得戦略を調査し，質の高い留学生の確保に取り組むとともに，学部

の受入れ体制を整備し，特に短期留学生のプログラムを検討して，受入の早期実現につ

とめる。さらに長期プログラムの検討を開始し，国際連携のアジアのハブとなるべく事

業を推進する。 

 （改善状況） 

海外大学から学部レベルの優秀な学生の本学への受入が可能となるように，平成 23

年度に海外交流学生及び海外訪問学生の制度を新設し，海外からの短期受入学生の手

続きの簡素化とワンストップサービスを図り，受入れに係るガイドラインやマニュア

ルの整備などにより，一元的でスムーズな学生受入れを可能にした。 

また，平成 24 年度より海外交流学生の出願手続きのオンライン化を大学の世界展開

力強化事業において試験的に開始し，平成 25年度より対象を全ての海外交流学生及び

海外訪問学生に拡大し本格実施した。これにより，申請者および本学担当者の事務負

担が軽減された。 

海外拠点で本学独自に行う留学説明会「Tokyo Tech Seminar」の開催とともに，関

連団体による留学フェアのうち高い効果が期待できるものを選定して参加するなどし

て，アジア圏の優秀な海外大学生獲得のための広報活動を展開した。また，留学説明

会参加者で本学に入学した学生に個別インタビューを行い，本学を知ったきっかけや

説明会への要望を聴取し，検証結果を広報戦略策定上の参考データとして活用すると
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ともに，留学説明会参加者データを基に，国際大学院プログラム及び YSEP，ACAP等の

短期留学プログラム出願数に占める海外拠点説明会参集者割合を分析し，効果検証を

行った。特に，平成 20 年から平成 27年のうち，国際大学院プログラム（A）の応募者

のうち，海外拠点説明会参集者の割合は 10.69%である。 

大学の世界展開力強化事業により２つのプログラムが採択され， CAMPUS Asia では，

KAIST及び清華大学が協力して実施する国際的な環境における研究活動を重視した教

育プログラム， TiROP では，欧米等理工系大学との連携により研究体験型海外教育プ

ログラムや共同指導型交換留学等を実施することにより，本学が中心となり海外トッ

プ大学とのネットワークを構築し，平成 24～27年度にかけて，合計 168人の学生を受

け入れた。 

 

（４）国際ブランディング，国際広報の拡充 

海外から本学へ入る入口は正門ではなく，インターネットであるという認識のもと， 

web ネットワークをさらに充実させ，本学の国際活動が一望出来るように拡充するとと

もに，科学技術の情報発信が可能な仕組みを検討する。国際評価パネルの創設や，ホー

ムページならびに人的ネットワークの整備を進め，国際的ブランディングを強化する。 

 （改善状況） 

   全学 webサイトの国際交流ページのリニューアルを行い，担当毎にデザインが異な

っていた入試情報や留学生向け情報などを集約し，アクセスしやすさの向上を図ると

ともに，ターゲットナビゲーション（在学生向け，本学への留学希望者向け，研究者

向け）を設け，閲覧者が必要情報を得やすい構成とするなど，利便性を向上させた。

また，「データでみる国際交流」，「留学生へ伝えたい 10のこと」など分かりやすい言

葉とビジュアルで本学の魅力や強みをアピールするページや「留学生のための生活情

報」，「留学生の進路」など留学前の不安を解消するページ等を新設し，本学の情報発

信力を強化した。また，事務局の英文化支援を通じて，英文化支援チームが蓄積して

いった情報をもとに本学で使用する英語の用語や翻訳スタイルを整理して，学内の翻

訳の統一性と翻訳の質の向上を図ることによって，発信力を強化した。 

  東工大ニュースにおける英文記事の発信数を増加させ，特に，国際関係のニュース

（シンポジウム開催報告等）を積極的に英文記事として掲載した。また，研究成果の

プレスリリースを配信するとともに，米 Science online news等海外メディアへのプ

レスリリースや英文ニューズレターをメール配信した。その結果，平成 27年度の東工

大オフィシャルサイト（英語版）のトップページビュー数は，平成 26年度に比べ，124%

となった。 

 

（５）海外拠点の役割の明確化，戦略的な拠点活動の再検討 

2002 年にタイオフィスを設置後，フィリピン，中国と設置してきたが，これまでの

事業実績を検証しながら，海外拠点の役割を明確化し，戦略的な拠点活動を再検討する。 

アメリカ，ヨーロッパ，そしてアジアの各ブロックの国際戦略を明確にし，卒業生な

ど現地の関係者の参画を含め，適切な規模で新たな拠点体制を整備する。 
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 （改善状況） 

国際室調査・調整班に「東工大世界展開の戦略策定に係るタスクフォース」を設置

し，海外拠点の役割等について検討した。この中で，欧米については当面全学レベル

のオフィスを持たず，現在動いている交流プログラムの拡大や大学間コンソーシアム

の活動活性化等を図りながら，国際室において幅広な視点から戦略を検討することと

した。 

新たな海外オフィスとしては，かねてより本学が協力している「エジプト日本科学

技術大学(E-JUST)」事業に対する支援体制を確固としたものとするため，また，エジ

プトと本学の学術交流の活性化，アラブ・北アフリカ地区における広報活動の拠点と

して，エジプト E-JUSTオフィスを開設した。 

既存の海外オフィス（タイ，フィリピン，中国）については，各拠点別会議にて戦

略的な拠点活動について精査し，大学の戦略に沿った効果的な活動を行った。 

例えば，海外オフィスを活用し，グローバル人材育成推進事業の一環として，「フィ

リピン超短期派遣プログラム」や，スーパーグローバル大学創成支援事業による派遣・

受入れ双方向の学生交流プログラム「TAIST-Tokyo Tech Student Exchange Program」，

また ASEAN諸国の協定校学生が参加する学生交流プログラム「Tokyo Tech-AYSEAS」を

実施した。 

また，「TAIST-Tokyo Tech」では３つの教育研究プログラムを継続運営しており，平

成 19年度の設立以降，計 164名の修了生を輩出した。「TAIST-Tokyo Tech」の目的に

賛同する企業や本学 OBからの寄付金を活用し，学生に生活費相当を支給する奨学金制

度を設置した。このように，高度な知識を有する研究技術者・開発担当者を養成し，

日・タイの産業界や同窓生からも支援を受け，アジアでのネットワークの構築に成功

した。 

その他, 海外オフィスの機能強化を目的として，スーパーグローバル大学創成支援

事業により，タイオフィスの現地雇用スタッフを本学に招へいし，研修を実施した。 

また，海外オフィスで本学独自に行う留学説明会「Tokyo Tech Seminar」の開催と

ともに，関連団体による留学フェアのうち高い効果が期待できるものを選定して参加

するなどして，アジア圏の優秀な海外大学生獲得のための広報活動を展開した。中国

では中国国家留学基金管理委員会（CSC）の「国家建設高水平大学公派研究生項目派遣

事業」を活用した入試制度の広報に力を入れた。更に，平成 25～27年度の同制度によ

る入学者（CSC奨学金受給生）を招待した交流会を開催し，学生同士の交流を図ると

ともに，出願者増加のための方策について調査した。留学説明会参加者データを基に，

国際大学院プログラム，YSEP 及び ACAP等の短期留学プログラム出願数に占める海外

オフィス説明会参集者割合を分析し，効果検証を行った。その結果，留学説明会に参

加した学生が，実際に参加後数年に渡り出願しており，現実的な効果があることが分

かった。また，留学説明会を継続的に実施した海外オフィス所在国では，設置以来，

留学生数の増加傾向が見られた。部局等による海外オフィスの設置・改廃手続き及び

要件を明確化するとともに，実際の活動が行われていないオフィスの閉鎖等，整理を

行った。また，スーパーグローバル大学創成支援事業では教員・学生・事務職員をユ
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ニットとして海外教育機関に派遣する「ユニット派遣制度」を平成 28年度に実現する

こととしており，これと連携した新たな拠点のかたちについても検討している。 

 

（６）留学生・卒業生ネットワークの強化 

海外同窓会と連携し，留学生同窓会名簿の整備などを継続し，他地域への展開も視野

に，本学を卒業修了した留学生の名簿の整備を進め，現在の所属連絡先等，新しい情報

を逐次改訂出来るデータベース化を試みる。 

 （改善状況） 

   国際同窓生データベース「TAMEDAS」と「東工大名簿システム(TMS)」を統合した新

システム「東工大オンラインコミュニティ」の稼働にあたり，開発担当である基金室

と協力し，これまで TAMEDASの整備を通じて得られた知見を新システムに引き継いだ。 

 

（７）安全保障貿易管理体制の整備 

関係法令を受け，本学で策定した東京工業大学安全保障輸出管理規則に基づき，専門

の人を活用し，管理・運営体制の整備，学内周知を図り，適切な運用を実施する。 

 （改善状況） 

   東京工業大学安全保障輸出管理規則を策定し，国際連携プランナー教員として専門

家を雇用することで，管理・運営体制の整備を図った。関係事務部との連携強化によ

り，諸手続きの際に事務から教員に対して安全保障輸出管理上の確認を促す運営プロ

セスを定着させた。また新採用教員セミナーや教授会での国際連携プランナーによる

説明会を引き続き実施し，各教員による自己審査システムをウェブページに組み込む

など，学内周知徹底へ向けた取り組みを多く行った。案件ごとに自己審査と国際連携

プランナーによる詳細な審査を組み合わせることで，教員に過度な負担をかけること

なく，適切な運用を行った。 
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Ⅳ 中期計画の実施状況（主担当分） 

中期計画【36】「世界の理工系トップ大学・研究機関との連携を大学及び部局レベルで強

化し，研究者及び学生の交流を促進する。また，マサチューセッツ工科大学等世界トッ

プレベルの海外大学から招へいした外国人教員等による講義等を通じて，学生の国際的

な視野を拡げる。」に係る状況 

本学の目標である「世界最高の理工系総合大学の実現」に向け，新たに「国際戦略 2012」

を策定して，各種取組を実施し，戦略的な大学連携を推進した（資料 36－１）。 

 

理工系トップ大学との連携強化については，本学の強みを活かし本学主導で設立した５

大学（香港科技大学，韓国科学技術院，南洋理工大学，清華大学，本学）間のコンソーシ

アム組織である ASPIREリーグの事務局として，ASPIRE Forum（副学長会議・シンポジウム・

Student Workshop）（資料 36－２）や ASPIRE研究グラントにより，５大学間の共同研究を

推進し（資料 36－３，４），南洋理工大学主催の Undergraduate Research Academyへも参

加するとともに，ヨーロッパ理工系トップ大学コンソーシアムの IDEAリーグと連携して両

リーグ間の学生交流を促進した（資料 36－５）。 

また，カリフォルニア大学サンタバーバラ校，ウプサラ大学，南洋理工大学との合同シ

ンポジウムを開催し，複数分野間での教育研究交流を進めた（資料 36－６）。 

 

学生交流については，平成 23年度に海外からの短期学生受入制度を改定し，全学レベル

では YSEP（資料 36－７）や ACAP（資料 36－８）により，部局レベルでは本学主導で設立

した AOTULE（アジア・オセアニア工学系トップ大学リーグ）等により積極的な交流を促進

した。これにより，長期留学の意識づけができた。 

平成 23年度に「大学の世界展開力強化事業」に２件（CAMPUS Asia，TiROP）が採択され，

CAMPUS Asia では，10 年以上継続的に実施している清華大学との大学院合同プログラムを

基盤にさらに学生交流を活性化するとともに，韓国科学技術院とは共同学位プログラム実

施のための協定書を締結し，今後の学生交流の深化につなげた（資料 36－９，10）。TiROP

では，既存の欧米等協定校との連携強化に加え，カリフォルニア工科大学等の米国トップ

大学との連携体制を築き，参加学生については双方の大学の間で「修学・研究計画書」を

取り交わし，これに基づき研究指導・助言等を行うなど，質保証を伴う交流を実施した（資

料 36－11，12）。また，当該事業で培ったネットワークを拡大して，新たな短期受入プロ

グラム（Tokyo Tech サマープログラム）を開発し，平成 28年度実施に向けて学生募集を

開始した。これらの海外派遣学生交流プログラムを実施した結果，平成 22～27年度にかけ，

一年度あたりの派遣学生数を約４倍に増加させた（資料 36－13）。 

 

研究者交流については，平成 25 年度より「研究大学強化促進事業」の下，海外の大学・

企業等との国際共同研究推進のための派遣・招へい支援プログラムを設け，これまでに 124

件の支援を行った（資料 36－14）。 
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学生の国際的な視野拡大については，平成 26年度に「世界トップレベルの海外大学から

の教員招へいプログラム」を設け，計画のとおりマサチューセッツ工科大学等から研究者

を招へいして大学院講義を開講するとともに若手研究者・学生との教育研究交流を図る機

会を提供した（資料 36－15～17）。 

さらに，海外トップ大学・政府機関等から役員・研究者・専門家等を招き，講演会やシ

ンポジウムを開催することにより，本学を拠点とする多様な交流活動が推進された。特に，

ルース駐日米国大使に始まり，ケリー米国国務長官やランドール米国エネルギー省副長官

等，主に海外政府高官による講演会を本学主催で実施することにより，教職員・学生の国

際的な視野を大きく拡げることができた（資料 36－18）。また，UNESCO などの国際機関へ

のインターンシップを実施した。 

 

（資料 36－１）「国際戦略 2012」について 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京工業大学ホームページ

http://www.titech.ac.jp/about/policies/affairs.html  

           「国際戦略 2012」本文 

http://www.titech.ac.jp/about/policies/pdf/policypaper.pdf  
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（資料 36－２）ASPIRE Forum 開催報告（抜粋） 

 

 

 

 

 

出典：本学ホームページ http://www.titech.ac.jp/news/2015/032068.html 

報告書本文 http://www.ipo.titech.ac.jp/aspire/english/news/detail_1252.html 

 

（資料 36－３）ASPIREリーグ研究グラント募集要項（平成 27年度）（抜粋） 

 

出典：本学ホームページ http://www.ipo.titech.ac.jp/aspire/2015_ASPIREGrant_Outline_J.pdf 
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（資料 36－４）平成 23～27年度 ASPIREリーグ研究グラント採択一覧 

 

出典：国際室作成資料 
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（資料 36－５）IDEA リーグ サマースクールプログラム 

 

出典：国際室作成資料 
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（資料 36－６）海外トップ大学との合同シンポジウム開催実績 

出典：評価室作成資料 

  

開催日時 シンポジウム名・概要 ホームページ URL 

平成 26年 
9月 16日～
17日 

ウプサラ大学・東京工業大学 合同シンポジウム 
【概要】 
教育や研究における相互協力の推進のため，全学を挙げて海外
で実施する初のシンポジウムをスウェーデンのウプサラ大学と
合同で開催。「エレクトロニクス・材料科学分野」「物理・核科
学分野」「生命科学分野」「環境・再生可能エネルギー関連分野」
「産学連携と外部資金獲得」の５分野において，両大学の研究
者が講演を行った。このシンポジウムにおいて，大学間交流の
進展を約する基本合意書（Letter of Intent）及び共同研究覚
書（MOU）が締結された。 
 
 
 
 
 

http://www.titech.ac
.jp/globalization/st
ories/uppsala_sympos
ium.html 

平成 27年 
8月 26日～
28日 

東京工業大学・カリフォルニア大学サンタバーバラ校 合同シ
ンポジウム，国際学生ワークショップ 
【概要】 
平成 26 年４月に締結したカリフォルニア大学サンタバーバラ
校との全学協定に基づく連携強化を目指し，同大学の学長，複
数分野の教員及び学生を本学に招き，国際学生ワークショップ
及び合同シンポジウム（大学概要，複数分野の研究発表，分科
会，学生ワークショップ総括）を実施。 
本シンポジウムにより，両大学の研究者が共同研究の可能性を
見出し，また学生ワークショップにより研究と教育の双方にお
いて，今後の更なる交流が期待される結果となった。 

http://www.titech.ac
.jp/news/2016/033152
.html（合同シンポジウ
ム） 
 
http://www.titech.ac
.jp/globalization/st
ories/ucsb_workshop.
html 
（学生ワークショッ
プ） 

平成 27年 
11 月 16 日
～17日 

第２回東工大－ウプサラ大合同シンポジウム 
【概要】 
平成 26年９月の第１回合同シンポジウムのフォローアップと
して本学にて開催。「持続可能な社会の実現に向けた新たなテク
ノロジーとシステム」をテーマに，次世代型太陽電池，水素燃
料電池，有機電池，省エネ性能に優れた建築，バイオ燃料など
の研究成果の紹介と意見交換を実施した。産学連携やベンチャ
ー企業設立についても議論が交わされた。 

 

http://www.titech.ac
.jp/news/2015/032945
.html 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 28年 
2月 29日～
3月 1日 

第 1回南洋理工大－東工大合同ワークショップ 
【概要】 
2014年採択のｽｰﾊﾟｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ大学創成支援事業の一環として国際
的な教育研究を推し進めるために，ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ南洋理工大にて実
施したもの。本学からは学長，副学長
をはじめ，環境工学・分子化学・界面
化学等の分野の研究者が参加。両大学
の研究活動の紹介，講演，分科会での
発表とともに，両大学の共同研究の実
施に向け意見交換を行った。 

http://www.titech.ac
.jp/news/2016/034882
.html  
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（資料 36－７）YSEP について         （資料 36－８）ACAP について 

出典：国際室作成資料         出典：国際室作成資料 

 

（資料 36－９）大学の世界展開力強化事業タイプ A-Ｉ 取組概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国際室作成資料 
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（資料 36－10）KAIST との共同学位プログラム実施のための協定書（抜粋） 

 

（途中略） 

 

 出典：国際室作成資料 

 

（資料 36－11）大学の世界展開力強化事業タイプ B-I取組概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 

国際室作成資料 
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（資料 36－12）大学の世界展開力強化事業による外国人教員招へい実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           出典：国際室作成資料 

 

（資料 36－13）プログラム別学生交流実績数（派遣・受入）【国際室ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのみ】 

（2010～2015年度） 

出典：国際室作成資料 
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・プログラム A：海外の企業等との共同研究推進のための教員派遣支援 

・プログラム B：海外の大学等との共同研究推進のための教員派遣支援 

・プログラム C：海外の大学等との共同研究推進のための研究者の招へい支援 

 

（資料 36－14）平成 25～27年度国際的な共同研究推進のための派遣・招へい支援 

プログラム実施状況 

 

 

 

 

出典：国際室作成資料 

                              

（資料 36－15）世界トップレベルの海外大学からの教員招聘プログラム招聘者一覧及び報

告（H26～27 年度実績） 
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出典：国際室作成資料 

（資料 36－16）世界トップレベルの海外大学からの教員招聘プログラムにおける分野間交

流事例①：建築学専攻によるシンポジウム「Architectural Education and Space」案内通

知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：本学ホームページ http://www.titech.ac.jp/event/pdf/e000502_flyer.pdf  

 

（資料 36－17）世界トップレベルの海外大学からの教員招聘プログラムにおける 

分野間交流事例②：有機・高分子物質専攻における英国大学との連携（抜粋） 
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出典：本学ホームページ http://www.titech.ac.jp/news/2015/032075.html 

（資料 36－18）本学で主催した海外政府高官による講演会 

出典：評価室作成資料 

  

日 時 主な内容（肩書は当時） ホームページ URL 

平成 24年 
10月 30日 

ルース駐日米国大使来訪 
（講演会タイトル：工学系特別講演
会「科学・技術者大航海時代―君た
ちと未来を語ろう」） 

http://www.titech.ac

.jp/news/2012/020272

.html  

平成 25年 
４月 15日 

ケリー米国国務長官来訪 
（長官による講演） 
 
 
 
 
 

http://www.titech.ac

.jp/globalization/st

ories/kerry.html 

 

  

 

平成 25年 
７月 17日 

ルース駐日米国大使来訪 
（大使による講演：「Supporting the 
TOMODACHI Generation “Let’s 
talk about US-Japan partnership 
among the younger generation”」，
学生とのディスカッション） 
 

http://www.titech.ac

.jp/news/2013/003738

.html 

 

平成 27年 
７月 13日 

ケネディ駐日米国大使来訪 
（パネルディスカッション「Women 
in STEM－理工系分野での女性の活
躍をめざして－」への出席，大使に
よる講演，三島学長との懇談） 
 
 

http://www.titech.ac

.jp/news/2015/031939

.html 

 

平成 27年 
10月 14日 

米国エネルギー省シャーウッド・ランドール副長官来訪 
（安藤理事・副学長，丸山理事・副
学長，岸本工学系長等との懇談， 
本学教員によるエネルギー・環境分
野の取り組み等の紹介，副長官によ
る講演，学生との質疑応答） 
 

http://www.titech.ac

.jp/news/2015/032618

.html 
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国際室 

 

中期計画【37】「海外オフィス及び大学連携の活用，国際会議開催支援の実施等，教育研

究等の国際化推進のための支援を充実する。」に係る状況 

教育研究の国際化推進の支援策として，海外オフィス（資料 37－１）や協定校を活用し

て留学説明会を実施し，アンケートをもとに出願者数に占める説明会参集者割合の分析を

行い説明会の効果を検証することにより，説明会の実施方法を改善するとともに海外学生

の動向を把握して学生獲得に繋げた（資料 37－２）。 

 

各海外オフィスがそれぞれの特徴を活かし「東京工業大学・清華大学大学院合同プログ

ラム」，「フィリピン超短期派遣プログラム」，「TAIST-Tokyo Tech Student Exchange Program」，

「フィリピン・グローバルシステム開発研修」の教育プログラムを実施した（資料 37－３）。 

これらに加えて，協定校の大学連携ネットワークを利用して，アジア地域 15大学が参加

するプログラム「Tokyo Tech–AYSEAS」を設立し，毎年約 15名の本学学生が複数の協定校

の学生との教育交流体験を共有するプログラムを実施することにより，国際化を推進した

（資料 37－４）。これらのプログラムは，学生の将来にわたる国際的なネットワーク構築

にも寄与した。 

また，本学教員が協力してきた「エジプト日本科学技術大学(E-JUST)」事業に対する支

援体制を確立し，エジプトと本学の学術交流を活性化させ，中東・北アフリカ地区におけ

る広報活動の拠点とするため，東工大エジプト E-JUSTオフィスを開設した（資料 37－５）。 

さらに，大学連携の研究活動への活用として，ASPIRE リーグ研究グラントにより，17

件の共同研究を支援するとともに，合計 15のサテライト・ラボを設置した（資料 36－３，

４，P338，339）。 

 

 国際会議開催の支援策として国際会議開催マニュアルを日英表記で作成した（資料 37－

６）。国際会議開催に必要な関連情報を集約化して教職員と共有するとともに，本マニュア

ルを活用して，担当副学長のリーダーシップにより，事務局関係部署が連携して複数の国

際会議を開催した（例：「教育改革国際シンポジウム」（26 年３月），「東京工業大学-アー

ヘン工科大学国際産学連携共同シンポジウム」（27年３月），「The 2nd Uppsala University 

- Tokyo Tech Joint Symposium」（27年 11月））。 

 

外国人研究者への支援策として，専用 HP“Guide for International Researchers”の

開設（資料 37－７），居住環境の整備，生活情報支援オリエンテーションを実施し，研究

交流を推進する体制を強化した。加えて，教育研究環境のさらなる国際化推進のため，ネ

イティブスタッフと海外経験豊富な日本人スタッフによる英文化支援チームを発足し，学

内文書の英文化のマネジメント体制を整備した。本チームが蓄積・管理した翻訳の成果物

に基づき東工大学内用語集及び東工大英訳スタイルガイドをまとめ学内で共有するととも

に，28年からの教育改革に伴うシラバスや WEB等の大規模な英訳を関連教職員と連携して

行った（資料 37－８～11）。 
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（資料 37－１）海外オフィスの概要（抜粋） 

 

 

 

 

出典：本学ホームページ 

http://www.titech.ac.jp/about/organization/international/overseas.html 
 

（資料 37－２）留学説明会効果検証（一部抜粋） 

出典：国際室作成資料 
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（資料 37－３）海外オフィスを活用した教育プログラム 

【プログラム名】東京工業大学・清華大学大学院合同プログラム 
【開催地】東京（東工大），北京（清華大） 
【概 要】 

東工大と中国トップクラスの清華大が共同で大学
院の学生の教育を行うことで専門の知識と技能を持
ち，日本語，中国語，さらに英語を駆使できる語学
力とともに，日中双方の文化・習慣に精通した人材
を育成することを目的とする。 
平成 16年に開設した修士課程は，両大学の２つの

学位が取得できるダブル・ディグリープログラムで，
ナノテクノロジー，バイオ，社会理工学の３コース
があり，各コース参加学生は両大学に同時に正規学
生として在籍し，両大学の指導教員の指導と審査を
受け，両大学からそれぞれ修士の学位を取得する。
在籍年数は東工大学生は２年半，清華大学生は３年
間。 
平成 19年に開始した博士課程では，３年間の共同指導の後，どちらか一方の学位を取得する。 

 【ウェブサイト URL】http://www.titech.ac.jp/globalization/stories/ttjp.html 

 

【プログラム名】フィリピン超短期派遣プログラム 
【開催地】フィリピン・マニラ 
【概 要】 
 フィリピンオフィスを活用した，グローバル人材育成推進事
業による超短期派遣プログラム。平成 26年度から実施。内容は，
大学訪問（授業参加・キャンパスツアー，現地学生との交流），
企業・工場見学など。国際交流の現場を見ることができること
に加え，英語力向上，現地の学生との交流を主な特徴としてい
る。 

【ウェブサイト URL】 
http://www.ghrd.titech.ac.jp/w/wp-content/uploads/2015/04/daca9f9f293015c01dbff18ade81813b.pdf 
（2015年実施報告） 

 

【プログラム名】TAIST学生交流プログラム（TAIST-Tokyo Tech Student Exchange Program） 
【開催地】タイ・バンコク近郊（タイランドサイエンスパーク内の NSTDA） 
【概 要】 

本学では，タイ政府からの要請を受け，タイ国立科学技術
開発庁（NSTDA）及びタイのトップレベルの大学群と連携し，
アジア圏理工学系分野での人材育成への貢献と研究開発の
ハブの形成を目的として，国際連携大学院 TAIST-Tokyo Tech
を展開している。 
この国際的な研究環境を活用し，平成 27 年度より，学生

交流プログラム（「自動車工学コース」と「組込情報システ
ムコース」）を実施している。 
＜自動車工学コース＞TAIST-Tokyo Tech の自動車工学コー
ス講義を受講するとともに，NSTDAでのインターンシップ
に取り組む。 

＜組込情報システムコース＞TAIST-Tokyo Tech の組込情報
システム講義の受講とともに，グループワークに参加し，
国際会議でポスター発表を行う。 

【ウェブサイト URL】http://www.titech.ac.jp/news/2015/032457.html（2015年実施報告） 
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【プログラム名】フィリピン・グローバルシステム開発研修 
【開催地】フィリピン・セブ島 
【概 要】 

大学院情報理工学研究科の IT 特別教育研究コースに
よるプログラムで平成 27 年度から実施。情報・通信系
の学生が，グローバルな環境でのシステム開発を実体験
を通して学習し，英語でのコミュニケーション力をつ
け，異文化理解を深める目的で企画されたもの。 
フィリピン大学の学生及びセブシティにある日系企

業の現地エンジニアとチームベースでのシステム開発
演習（市場調査・要求分析から製品アプリの試作まで）
を実施する。また，その準備としてグローバルシステム開発コミュニケーションに関するトレーニングを
行う。 

【ウェブサイト URL】http://www.itpro.titech.ac.jp/news/detail_116.html（2015年度実施報告） 

出典：評価室作成資料 

 

（資料 37－４）Tokyo Tech-AYSEASについて 

【プログラム名】Tokyo Tech-AYSEAS（Tokyo Tech-Asia Young Scientist and Engineer Advanced Study Program） 
【開催地】東南アジア諸国 
【概 要】 

学術交流協定による大学連携のネットワークを活
用した本学及び ASEAN14 大学が参加する学生海外派
遣プログラム。東工大生が東南アジアの国に赴き，
タイ，インドネシア，フィリピン，シンガポール，
ベトナム等現地・近隣諸国の大学生とともに企業，
政府機関，大学，JICA等の施設を訪問し，学生同士
のディスカッションを通して相互理解を深め，国や
文化の違いを超えて協働できる能力を備えたグロー
バルな人材の育成を目的とする。授業の一環として
単位化されている。 

【ウェブサイト URL】http://www.ayseas.ipo.titech.ac.jp/  

出典：評価室作成資料 

 

（資料 37－５）東工大エジプト E-JUSTオフィス開設報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：本学ホームページ http://www.titech.ac.jp/news/2014/027647.html 
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（資料 37－６）国際会議開催マニュアル（目次部分抜粋：日本語・英語） 

 

     出典：本学ホームページ（学内限定ウェブページ） 

 

 

（資料 37－７）外国人研究者支援 HP“Guide for International Researchers” 

出典：本学ホームページ（学内限定ウェブページ） 
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（資料 37－８）英文化支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：本学ホームページ 

（学内限定ウェブページ） 

 

（資料 37－９）東工大学内用語集（一部抜粋） 

（＊用語集は，学内で使用される用語の標準的な英訳をまとめたもので随時更新されている） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国際室作成資料 
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（資料 37－10）東工大英訳スタイルガイド（目次部分抜粋） 

（＊英文化支援チームでは，本ガイドに従って英訳の際，書式を統一している） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：国際室作成資料 

 

 

（資料 37-11）教育改革に伴う新ウェブサイト（英語版）の例（工学院機械系） 

出典：本学ホームページ http://educ.titech.ac.jp/mech/eng/  
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